
Toward the next stage
みんなでつくる 「新しい文化会館」 の取組状況をお届けします
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新しい文化会館の整備に関する基本構想（案）《パブリックコメント》

第10回  飯田市新文化会館整備検討委員会

ジャンルを超えて
どうつながれるか

完成したあとの運営の仕方が大事

身の丈にあった
魅力的な施設に

「ひろば」の考え方

広がりの部分を大事に

いろんな人と

対話しながら

つくっていきたい

「うれしい・おいしい・たのしい」は
原動力になる

「飯田らしくなければいけない？」
これからの時代
飯田を飛び出し

広がっていくことが大事

理念ができた今後は

現実に目を置いた側面も

大事に

若者が
「楽しいね、やろう」と
思えるつながりを

基本理念ができ
新しい館の魂が宿った

一人一人の思いが
伝わってくる内容に
まとまった

基本構想（素案）の提示  その2

山元 浩 学識委員
やま もと ひろし

小澤 櫻作 学識委員
お  ざわ おう さく

佐々木 宏幸 学識委員
さ さ き ひろゆき

基本構想（案）に対する学識委員からのコメント

明治大学教授
元 上田市交流文化芸術センター
（サントミューゼ）プロデューサー

元 名古屋フィルハーモニー交響楽団
演奏事業部長

飯田文化会館のほか、飯田市役所本庁舎や自治振興
センターで配布しています（在庫に限りがあります）。
飯田市ウェブサイトでもご覧いただくことができます。

これまでに発行したニュースレターをぜひご覧ください

ニュースレター 検索

意見募集

募集期間/閲覧時間

市民の皆さんのご意見に一層寄り添ったものとなるよう、基本構想（案）に対するご意見を次のとおり募集します。

令和6年2月1日（木）～29日（木）／8:30～17:15（土・日曜日、祝日を除く）

閲覧場所 ○飯田文化会館
○行政資料コーナー（市役所本庁舎　総務文書課受付）
○自治振興センター（橋北・橋南・羽場・丸山・東野地区を除く）
○市民証明コーナー（りんご庁舎）
○公民館（飯田市公民館、橋北・橋南・羽場・丸山・東野公民館）

意見の提出方法

※飯田市ウェブサイトでも閲覧できます。

パブリックコメント 検索

閲覧場所備え付けの「意見書」に住所、氏名（法人、その他の団体にあっては主たる事務所の
所在地、名称、代表者氏名）を明記の上、閲覧場所へお持ちいただくか、郵送、FAX、メールの
いずれかでご提出ください。
※「意見書」は飯田市ウェブサイトでダウンロードすることもできます。

意見の提出先
問い合わせ

〒395-0051　飯田市高羽町5-5-1　飯田文化会館　新文化会館建設担当
電話 0265-23-3552　　FAX 0265-23-3533
メール　ibunka@city.iida.nagano.jp

委員の皆さんのまちや将来に寄せる思
い、飯田の文化を担ってきた人たちの
経験の蓄積が反映されている。今後社
会の変化に対応できる自由度からみて
も、良いものとなっている。

飯田の皆さんで作ってきた、飯田らしい
資料になっていると率直に感じる。
ご覧になった市民の皆さんが今後もっ
と期待が膨らむような、魅力的な中身に
なったのでは。

これまでの委員の皆さんの活発な議論
が整理され、盛り込まれた内容で、委員
一人一人の思いが伝わってくる。自身に
とっても検討委員会は勉強になり、楽し
く参加させてもらった。

市HP

市HP



感動の飯田ひろば

新しい文化会館の整備に関する基本構想（案） 概要版

　飯田文化会館は、築51年が経過し、建物や設備の老朽化が進んでいることに加え、バリアフリー化が十分にできていません。また、
現ホールの舞台機構が現代的な公演に対応しきれていないなど、多くの課題を抱えています。
　飯田市では、引き続き飯田下伊那の舞台芸術の活動拠点として、身近な場所で舞台芸術に触れられる新しい文化会館の整備に向
け、令和4年6月に「新文化会館整備検討委員会（市民委員13名、公募委員3名、学識委員3名、計19名）」を設置し、「飯田の文化とは
何か」の議論を皮切りに、基本構想を検討してきました。
　この基本構想は、新しい文化会館の進むべき方向性を描いたものです。建設に向けて今後策定する基本計画や管理運営計画など
の根幹となり、新しい文化会館が開館した後も恒久的に事業や施設運営のよりどころとなるものです。

基本理念

基本方針と想定する事業

方向性・想定する事業基本方針

みんなが集い、創り、伝える、感動の飯田ひろば

　基本理念の実現に向け、５つの基本方針「集う」、「観る」、「創る」、「伝える」、「育む」を掲げ、想定する各事業を互いに
連携させながら、飯田らしい活動を展開していきます。

　今後は基本理念に基づく基本方針の実現に向けて、ホール構成、誰もが立ち寄れるオープンスペース、リハーサル
や工作ができる創造支援諸室など、必要な機能の設置や施設諸室の適切な配置などの検討を進め、飯田らしい事業
展開ができる施設を目指して整備してまいります。

集う

方向性 舞台を演じたり、観たりすることに加えて、舞台や練習の合間に歓談して
交流の輪を広げたり、活動のきっかけを見つけたりすることができる施
設。さらに、舞台芸術に関心がない方も立ち寄ってみたくなるような、さ
まざまな方が日常的に集い、交流できる施設を目指します。

想定する事業 交流事業【多様な交流】

観る

方向性 良好な施設環境の中で、音楽、演劇、舞踊、古典芸能、人形劇などの優れ
た舞台芸術に触れて、心が満たされる鑑賞の機会を提供します。また、さ
まざまな舞台芸術活動の成果発表や練習風景を観ることで、多くの方が
共感し合う場づくりも大切にします。

想定する事業 鑑賞事業【多様な公演・市民活動の鑑賞】

伝える

方向性

想定する事業

自分を表現したり、思いを他者に伝えたりする舞台芸術活動が活発に行
われる施設を目指します。市民の舞台芸術活動の思いや熱量、市民によ
る事業の企画運営に関する知識や手法など、飯田の特長を次世代につ
ないでいく活動を大切にします。

普及事業【みる・演じる・ささえる市民の拡大】
継承事業【伝統芸能の継承・発展支援】
情報発信事業【多様な情報の収集・発信】

育む

方向性

想定する事業

舞台芸術活動によって、飯田が「文化力の高いまち（文化が人や地域を元
気にして、暮らしをより良くしていく力と、人々を魅了する力を持つまち）」
として発展することを目指します。ワークショップやアウトリーチ活動に
よって、舞台芸術の演じ手や支え手の育成に取り組みます。

育成事業【演じ手・支え手の発掘・育成】
提供事業【施設の整備・サービスの提供】

創る

方向性 みんなで共感しながら、さまざまなジャンルの舞台芸術作品を創り出す
施設。また、高速交通網社会、高度情報社会のインフラ環境を活用したつ
ながりによって、さまざまな文化的要素を取り入れ、融合させて、飯田な
らではの舞台芸術を創造、発信する施設を目指します。

想定する事業 創造事業【新しい舞台芸術の創造】

　新しい文化会館は、市民の皆さんが舞台芸術で心が満たされる鑑賞の機会を提供します。そこでは、伝統芸能
や人形劇など飯田ならではの文化を発展させ、さらに新たな舞台芸術を創造し、人材育成をも担う施設機能を備
えることを目指します。そして、魅力にあふれた「飯田ひろば」を目指し、舞台芸術の振興だけにとどまらず、地域を
担う人材を発掘・育成し、文化力の高いまちをつくり、地域発展の活力を生み出すことへとつなげていきます。

【基本理念が描いている新しい文化会館】
舞台芸術活動に関心のある方・ない方、年齢、性別、国籍、障がいの有無などを問わず、誰もが日常的に
集って、気軽に交流できる開かれた文化会館

市民の方、飯田出身で活躍されている方、飯田に魅力を感じて関わってくださる全国や世界の方 と々
つながり合い、飯田ならではの舞台芸術を創造し、発信していく場所

伝統文化や地域外の文化を取り入れながら独自の文化を生み出す、飯田の特長を後世に伝える場所

非日常の舞台に立って、自分の存在や思いを他者に伝える特別な場所

舞台芸術活動を担う人を掘り起こし、世代を越えて伝えていく場所

誰もが集い、創り、伝える活動がいつも繰り広げられ、ワクワク！ドキドキ！が生まれ続ける飯田ひろば

… 楽しさや喜びを感じて、より心豊かな人生となってほしい！

集う
観る

伝える 育む

創る

「ひと」を育み、「まち」を育み、「活力」を生み出す


